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24年産の米価格は過去最高

表 -1　⻑期的な主⾷⽤⽶の価格の動向

農林水産省によると，2024 年産米の 2025 年 1 月の相対取

引価格は，全銘柄平均価格で 25,927 円 / 玄米 60kg と，過去

最高を更新した。

全国のスーパー等で販売された米の平均価格は，2024 年

6 月頃までは，2,000 ～ 2,200 円 /5 kg 程度であったものが，

品薄となった 8 月には 2,600 円 /5 kg を超え，今年になって

も価格上昇は続き，1 月には 3,627 円 /5 kg と，前年の同時期

に比べ 1,590 円余り，率では 78％も高く，大きな社会問題と

なっている。

表 -1 に，主食用米の 1990 年以降の価格動向を示した。赤

字は相対取引価格（全銘柄平均）で，JA 全農などの出荷団体

が卸会社等に販売する際の運賃，包装代，消費税を含む 1 等

米の価格。青字はそれ以前の指標となる自主流通米のコメ価格

センター取引の価格となっている。

これをみると，玄米 60kg の価格は 1990 ～ 1996 年まで

は 20,000 円台であった。しかし，2010 年以降は 12,000 ～

15,000 円台に低迷している。これまでの最高値は，「平成の

米騒動」と言われた 1993 年の 23,607 円であった。この年は，

80 年ぶりの大冷夏の年で，作況指数 74 という不作による米

不足が起因していた。この時，政府は日本酒・焼酎・みりん・

米菓など，加工用原料として想定していたタイ米を主食用に流

通させて凌いだが，日本人の嗜好に合わず，不人気であった。

今回の 2024 年産米の価格高騰はこれを大きく更新しており，

国民生活に直結する食料安全保障の大事さを痛感する。

今回の米価格高騰が続くなか，政府は流通を円滑にするため，

備蓄米 21 万トンを市場に放出する方針を発表し，初回は 15

万ｔで，24 年産米を 10 万ｔ，23 年産米を 5 万ｔ販売するこ

とになった。 　　　　　　　　　　　　　　　　　  （K. O）

　統計データから

年産 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999
⽶価（円） 21,600 22,726 22,813 23,607 22,213 21,017 20,751 18,717 19,645 17,961
年産 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009

17,096 17,293 17,171 22,296 16,660 16,048 15,731 15,075 16,099 15,610
― ― ― ― ― ― 15,203 14,164 15,146 14,470

年産 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
⽶価（円） 12,711 15,215 16,501 14,341 11,967 13,175 14,307 15,595 15,688 15,716
年産 2020 2021 2022 2023 2024

⽶価（円） 14,529 12,804 13,844 15,315 24,055
注）⽶価は，⽞⽶60kg当たりの価格

⽶価（円）

表−1 ⻑期的な主⾷⽤⽶の価格の動向

  ⻘字は，（財）全国⽶穀取引・価格形成センター⼊札結果に基づく取引価格
  ⾚字は，相対取引価格の平均値
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１．技術開発の背景・目的

近年，地球温暖化の影響で国内にお
いても春や秋の気温が上昇し，これま
でよりも早い水稲の移植や遅い収穫が
可能になり，水稲の生育可能期間が長
くなってきた（図 -1）。2023 年の夏，
国連のグテーレス事務総長は，北半球
の多くの地域が猛烈な暑さに見舞われ
たことを受け，「地球温暖化の時代は
終わり，地球沸騰化の時代が到来した」
と指摘した。将来的に，気温の上昇は
続くと予想され，水稲の生育可能期間
は一層長くなると考えられる。例えば，
九州の米所の筑紫平野では，現在，早
くても 4月上旬に移植しているのが 3
月下旬に移植できるようになったり，
また遅くても 10 月下旬に収穫してい
るのが 11 月上旬に収穫できるように
なったりすることが予想される。
現在，沖縄県等の水稲の生育可能期

間が長い地域では，一度移植・収穫し

た後に，もう一度，移植・収穫する通
常の二期作が行われる場合がある（図
-2）。他方，水稲は複数年に渡って生
育し続ける多年生の性質を持つため，
収穫後に切株からひこばえが発生する
（図 -3）。地球温暖化が進んで国内の
気温が高くなり，水稲の生育可能期間
が長くなると，通常の二期作は行えな
いものの，ひこばえを栽培・収穫する
再生二期作を行える地域が国内で増加
すると考えられる。
水稲再生二期作では，一期作目を移

植・栽培・収穫した後に，二期作目と
してひこばえを栽培・収穫する（図
-2）。通常の二期作で行われる二期作
目の耕起・育苗・移植に係る物財費や
労働費が不要な上，適切な管理を行う
ことで通常の一期作に比べて増収も可
能なため，生産量当たりの生産コスト
の削減が期待される。
これまでに，私たちの研究グループ

では，農研機構九州沖縄農業研究セン
ター（福岡県筑後市）の試験ほ場にお

いて，飼料用米等に用いられる超多収
品種「北陸193号」を早生化した系
統の再生二期作試験を行った（図 -4）
（Nakano et al. 2020）。その結果，一期
作目の収穫時期や収穫時の刈り取り高
さを工夫することにより，一期作目と
二期作目の合計で1.5 t/10aに迫る多収
が得られることを明らかにした。しか
し，この系統は炊飯米の食味が良くな
く，業務用米や輸出用米等に用いられ
る良食味多収品種の再生二期作超多収
技術は開発されていなかった。そこで，
良食味多収品種を活用した水稲再生二
期作超多収技術の開発を目指し，農研
機構が近年育成した「にじのきらめき」
を用いた試験を行ったので，その結果
について紹介する (Nakano et al. 2023)。

２．開発技術の内容・意義

「にじのきらめき」は，「コシヒカリ」
並の良食味性とおよそ 700 kg/10a の
多収性を兼ね備えつつ，高温条件下で

地球温暖化が進む中での水稲
再生二期作技術の開発・普及
－暑さに負けない稲作を目指して－

図 -1　筑紫平野の中心に位置する福岡県久留米市の近年の春と秋の気温の変動図-1 筑紫平野の中⼼に位置する福岡県久留⽶市の近年の春と秋の気温の変動
図-2 ⽔稲の通常の⼆期作と再⽣⼆期作

図-3 ⽔稲の収穫後に切株から発⽣するひこばえ
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稔っても白濁した玄米が生じにくい高
温耐性や耐倒伏性に加え，複数の病
害への抵抗性を持つ栽培しやすい品
種である（図 -5）。今回の試験では，
2021 年及び 2022 年に九州沖縄農業
研究センターの試験ほ場において，一
期作目の移植時期（4月植え又は 5月
植え）と収穫時の刈り取り高さ（地際
から40 cmの高刈又は20 cmの低刈）
について検討した。窒素肥料は，基肥
10 kg N/10a（移植日）と追肥 13 kg 
N/10a の合わせて 23 kg N/10a 施用
した。4月植えでは，一期作目を 4月

中旬に移植して 8月上旬に収穫した
後，二期作目を 10 月下旬に収穫した
（図 -6，図 -7，表 -1）。また，5 月植
えでは，一期作目を 5月中旬に移植
して 8月中旬に収穫した後，二期作
目を 11 月下旬に収穫した。なお，一
期作目の出穂までの日数は，6月下旬
に出穂した 4月植えが，7月中旬に出
穂した 5月植えに比べて長くなった。
一期作目と二期作目の合計収量は，

一期作目の収穫時の刈り取り高さを
平均すると，4月植えが 5月植えに比
べて9％多収になった（図 -8）。また，

一期作目の移植時期を平均すると，高
刈は低刈に比べて 4％多収になった。
したがって，4月植えと高刈との組合
せで最多収が得られ，2か年の平均で
944 kg/10a の収量になった。特に，
2021 年は，1 t/10a を 超える 1016 
kg/10a の良食味米としては極めて高
い収量になった。福岡県の生産現場に
おける平均収量は 2021 年と 2022 年
の平均で482 kg/10aのため，「にじの
きらめき」と再生二期作との組合せで，
およそ2倍の収量が得られたことにな
る。なお，一期作目の収量は，4月植

図 -4　 超多収品種「北陸193号」を早生化した系統の再生二期作にお
ける二期作目の登熟期の様子

左側が一期作目の収穫時の刈り取り高さ 50 cm，右側が一期作目の収穫時の
刈り取り高さ20 cm。

図-4 超多収品種「北陸 193 号」を早⽣化した系統の再⽣⼆期作における⼆期作⽬の登熟
期の様⼦ 
 左側が⼀期作⽬の収穫時の刈り取り⾼さ 50 cm，右側が⼀期作⽬の収穫時の刈り取り⾼さ
20 cm。 
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ひこばえ
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稔っても白濁した玄米が生じにくい高
温耐性や耐倒伏性に加え，複数の病
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N/10a の合わせて 23 kg N/10a 施用
した。4月植えでは，一期作目を 4月

中旬に移植して 8月上旬に収穫した
後，二期作目を 10 月下旬に収穫した
（図 -6，図 -7，表 -1）。また，5 月植
えでは，一期作目を 5月中旬に移植
して 8月中旬に収穫した後，二期作
目を 11 月下旬に収穫した。なお，一
期作目の出穂までの日数は，6月下旬
に出穂した 4月植えが，7月中旬に出
穂した 5月植えに比べて長くなった。
一期作目と二期作目の合計収量は，
一期作目の収穫時の刈り取り高さを
平均すると，4月植えが 5月植えに比
べて9％多収になった（図 -8）。また，

一期作目の移植時期を平均すると，高
刈は低刈に比べて 4％多収になった。
したがって，4月植えと高刈との組合
せで最多収が得られ，2か年の平均で
944 kg/10a の収量になった。特に，
2021 年は，1 t/10a を 超える 1016 
kg/10a の良食味米としては極めて高
い収量になった。福岡県の生産現場に
おける平均収量は 2021 年と 2022 年
の平均で482 kg/10aのため，「にじの
きらめき」と再生二期作との組合せで，
およそ2倍の収量が得られたことにな
る。なお，一期作目の収量は，4月植

図 -4　 超多収品種「北陸193号」を早生化した系統の再生二期作にお
ける二期作目の登熟期の様子

左側が一期作目の収穫時の刈り取り高さ 50 cm，右側が一期作目の収穫時の
刈り取り高さ20 cm。

図-4 超多収品種「北陸 193 号」を早⽣化した系統の再⽣⼆期作における⼆期作⽬の登熟
期の様⼦ 
 左側が⼀期作⽬の収穫時の刈り取り⾼さ 50 cm，右側が⼀期作⽬の収穫時の刈り取り⾼さ
20 cm。 
 

図-5 「にじのきらめき」の登熟期の様⼦ 
図-6 「にじのきらめき」の再⽣⼆期作における⼀期作⽬の収穫後の様⼦(8 ⽉中旬) 

 
 
 

図-4 超多収品種「北陸 193 号」を早⽣化した系統の再⽣⼆期作における⼆期作⽬の登熟
期の様⼦ 
 左側が⼀期作⽬の収穫時の刈り取り⾼さ 50 cm，右側が⼀期作⽬の収穫時の刈り取り⾼さ
20 cm。 
 

図-5 「にじのきらめき」の登熟期の様⼦ 
図-6 「にじのきらめき」の再⽣⼆期作における⼀期作⽬の収穫後の様⼦(8 ⽉中旬) 

 
 
 

図 -5　「にじのきらめき」の登熟期の様子

図-1 筑紫平野の中⼼に位置する福岡県久留⽶市の近年の春と秋の気温の変動
図-2 ⽔稲の通常の⼆期作と再⽣⼆期作

図-3 ⽔稲の収穫後に切株から発⽣するひこばえ

図-1 筑紫平野の中⼼に位置する福岡県久留⽶市の近年の春と秋の気温の変動
図-2 ⽔稲の通常の⼆期作と再⽣⼆期作

図-3 ⽔稲の収穫後に切株から発⽣するひこばえ

図 -2　水稲の通常の二期作と再生二期作 図 -3　 水稲の収穫後に切株から発生する
ひこばえ

中野：地球温暖化が進む中での水稲再生二期作技術の開発・普及　－暑さに負けない稲作を目指して－　11

えと5月植えとの間に大差なかった。
一期作目の移植時期が二期作目の収

量に及ぼす影響をみると，二期作目の
収量は，一期作目の収穫時の刈り取
り高さを平均すると，4月植えが 5月
植えに比べて 49％増加した（図 -9）。
そこで，4月植えが多収であった要因
を探るために，収量構成要素を調べて
みた。収量構成要素には，単位面積当
たりの穂の本数（穂数）と 1穂当た
りの籾数（1穂籾数）があり，これら
を掛け合わせると単位面積当たりの籾

数になる。さらに，充実した玄米が
入っている籾の割合（登熟歩合）と1粒
の重さ（粒重）がある。これらを掛け
合わせると収量が求まる。例えば，1
㎡当たりの穂数が 300 本，1 穂籾数
が 100 粒，登熟歩合が 81%，粒重が
22 mg だとすると，535 g，つまり，
全国の平年収量に近い 535 kg/10a に
なる。本試験では，4月植えは 5月植
えに比べて穂数と籾数が増加してい
た。したがって，4月植えは 5月植え
に比べて穂数の増加を介して籾数が増

加し，多収になったと考えられた。
そこで，これまでの私たちの研究等
において，二期作目の穂数と高い正
の相関がある一期作目の切株におけ
る，眠っている芽（休眠芽）を目覚め
させる作用のあるデンプンや糖等の非
構造性炭水化物（NSC）や，光合成
に関与する緑の葉の面積である葉面
積指数（LAI）を調べてみた（図 -10，
図 -11）（Nakano et al. 2020; 2021; 
2022; Tanaka et al. 2021）。その結果，
4月植えは 5月植えに比べてNSC と
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図 -6　 「にじのきらめき」の再生二期作における一期作目の収穫後の様
子 (8月中旬 ) 図-7 「にじのきらめき」の再⽣⼆期作における⼆期作⽬の登熟期の様⼦（10⽉下旬）

表-1 ⼀期作⽬の移植時期が出穂期や収穫期に及ぼす影響

図-8 「にじのきらめき」の再⽣⼆期作における⼀期作⽬の移植時期及び収穫時の刈り取り
⾼さが⼀期作⽬と⼆期作⽬の合計収量に及ぼす影響

図 -7　 「にじのきらめき」の再生二期作における二期作目の登熟期の様
子（10月下旬）

図-7 「にじのきらめき」の再⽣⼆期作における⼆期作⽬の登熟期の様⼦（10⽉下旬）

表-1 ⼀期作⽬の移植時期が出穂期や収穫期に及ぼす影響

図-8 「にじのきらめき」の再⽣⼆期作における⼀期作⽬の移植時期及び収穫時の刈り取り
⾼さが⼀期作⽬と⼆期作⽬の合計収量に及ぼす影響

表 -1　一期作目の移植時期が出穂期や収穫期に及ぼす影響

図 -8　  「にじのきらめき」の再生二期作における一期作目の移植時期と収穫時の
刈り取り高さが一期作目と二期作目の合計収量に及ぼす影響
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LAI が増加していた。
さらに，なぜ，4月植えが 5月植え

に比べてNSCと LAI が増加したのか
を明らかにするために，一期作目の収
穫指数を調べてみた（図 -12）。収穫
指数は，玄米収量の全乾物重に対する
割合を表す。今回の試験では，4月植
えが 5月植えに比べて低くなってい
た。これは，一期作目の移植から出穂
までの期間が長くなり，植物体全体が
大きくなったことによると考えられ
た。したがって，4月植えでは，一期
作目の移植から出穂までの期間が長
く，植物体全体が大きくなり，籾に詰
まったデンプンの量（玄米収量）に比
べて植物体全体が大きく収穫指数が低
い，つまり，籾に詰まり切らずに行き

場を失ったデンプンや糖等の栄養分
が茎や葉に多く残り，切株のNSC や
LAI が増加し，穂数の増加に繋がった
と推察された。
一期作目の移植時期の影響について

まとめると，4月植えは，一期作目に
おいて，籾に詰まったデンプンの量（玄
米収量）に比べて植物体全体が大きく
収穫指数が低い，つまり，籾に詰まり
切らずに行き場を失ったデンプンや糖
等の栄養分が茎や葉に多く残り，切株
のNSCや LAI が多く，二期作目の穂
数が多かったため，多収になったと考
えられた（図 -13）。これに対して，5
月植えは，一期作目の収穫指数が高い，
つまり，栄養分が茎や葉に残らず，切
株のNSCや LAI が少なく，二期作目

の穂数が少なかったため，多収になら
なかったと考えられた。このほか，4
月植えは 5月植えに比べ，二期作目
の生育期間の気温が高いため，低温に
よる登熟歩合や粒重の低下が起こりに
くいといった特長もある。
実際に再生二期作に取り組む場合に
は，各地域において，平均気温が安定
的に 12.5 ℃を超える日が続くように
なったら，可能な限り早い時期に移植
することが重要である。平均気温が移
植早限の基準となる 12.5 ℃を超える
時期は各地域で異なり，九州南部地
方等では 3月中下旬，九州北部地方，
四国地方，東海地方や関東地方南部等
では 4月上旬，山陰地方，北陸地方
や関東地方北部等では 4月中旬が目

図 -10　一期作目の茎の節にある休眠芽
左側が切株の休眠芽，右側が切株の休眠芽から成
長した二期作目の茎

図 -11　 「にじのきらめき」の再生二期作における一期作目の移植時期と収穫時の刈り取り高さが
非構造性炭水化物（NSC）と葉面積指数（LAI）に及ぼす影響

高刈 低刈

葉面積指数（LAI）非構造性炭水化物（NSC）

高刈 低刈

図 -9　「にじのきらめき」の再生二期作における一期作目の移植時期と収穫時の刈り取り高さが二期作目の収量，穂数と籾数に及ぼす影響

高刈 低刈高刈 低刈高刈 低刈高刈 低刈高刈 低刈高刈 低刈

籾数穂数収量
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図 -9　「にじのきらめき」の再生二期作における一期作目の移植時期と収穫時の刈り取り高さが二期作目の収量，穂数と籾数に及ぼす影響
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安となる。
一期作目の収穫時の刈り取り高さが

二期作目の収量に及ぼす影響を調べる
と，二期作目の収量は，一期作目の移
植時期を平均すると，高刈が低刈に比
べて 15％多収になった（図 -9）。収
量構成要素をみると，高刈は低刈に比
べて穂数と籾数が増加していた。した
がって，高刈は低刈に比べて穂数の増
加を介して籾数が増加し，多収になっ
たと考えられた。
さらに，一期作目の切株において，

NSCや LAIを調べてみると，高刈は低
刈に比べて切株として水田に残す植物
体が多くなるので，NSCや LAIが増加
していた（図 -11）。したがって，高刈
は低刈に比べてNSCや LAIが増加し，
穂数の増加に繋がったと推察された。
一期作目の収穫時の刈り取り高さの

影響についてまとめると，一期作目を

高刈すると，切株のNSCや LAI が多
く，二期作目の穂数が多かったため，
多収になったと考えられた（図 -14）。
これに対して，一期作目を低刈すると，
切株のNSCや LAI が少なく，二期作
目の穂数が少なかったため，多収にな
らなかったと考えられた。
実際に再生二期作に取り組む場合に

は，九州地方から関東地方では，地際
から高い位置（例えば，40 cm）で一
期作目を刈り取ることが重要である。
自脱型コンバインは地際から約30 cm
の高さまで刈り取れる（図 -15）一方，
普通型コンバインは地際から約40 cm
の高さでも刈り取れる（図 -16）。し
かし，沖縄県等の亜熱帯地域では，一
期作目の刈り取り高さが二期作目の収
量に及ぼす効果は明確でなく，高刈が
低刈に比べて減収することもある。
炊飯米の食味試験は，外観，粘り，

硬さ，味の各項目とこれらをまとめ
た総合で評価する。今から四半世紀
以上前に茨城県で行われた「あきた
こまち」の再生二期作の試験では，8
月下旬に一期作目を収穫し，11 月上
旬に二期作目を収穫したところ，炊
飯米の食味は二期作目が一期作目に
比べて粘りが低下して硬くなって総
合評価が低下した（秋田ら 1997）。
今回の試験では，西日本で広く作付
けされている良食味品種「ヒノヒカ
リ」の通常の一期作の炊飯米を基準
とした（表 -2）。このほか，今から半
世紀前に全国で最も作付けされてい
た品種「日本晴」の通常の一期作の
炊飯米も評価した。炊飯米の食味は，
4月植えした「にじのきらめき」の二
期作目が，「にじのきらめき」の一期
作目や通常の一期作の「ヒノヒカリ」
に比べて総合評価，外観，粘り，硬

図 -12　「にじのきらめき」の再生二期作における一期作目の移植時期が収穫指数に及ぼす影響
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図-14 ⽔稲再⽣⼆期作における⼀期作⽬の収穫時の刈り取り⾼さが⼆期作⽬に及ぼす影響
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1414　植調　Vol.59, No.1　(2025）

表-2 「にじのきらめき」の再⽣⼆期作における⼀期作⽬及び⼆期作⽬の炊飯⽶の⾷味

パネラー（10⼈）を反復とし，分散分析後，多重⽐較（Tukey HSD）。異なる⽂字は，5％
⽔準で有意差あり。ns は，分散分析の結果，有意差なし。
図-15 「にじのきらめき」の再⽣⼆期作における⾃脱型コンバインによる⼀期作⽬の収穫

時の様⼦
図-16 「にじのきらめき」の再⽣⼆期作における普通型（汎⽤型）コンバインによる⼀期
作⽬の収穫時の様⼦

表-2 「にじのきらめき」の再⽣⼆期作における⼀期作⽬及び⼆期作⽬の炊飯⽶の⾷味

パネラー（10⼈）を反復とし，分散分析後，多重⽐較（Tukey HSD）。異なる⽂字は，5％
⽔準で有意差あり。ns は，分散分析の結果，有意差なし。
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図-16 「にじのきらめき」の再⽣⼆期作における普通型（汎⽤型）コンバインによる⼀期
作⽬の収穫時の様⼦

図 -15　「にじのきらめき」の再生二期作における普通型（汎用型）コンバインによる一期作目の収穫時の様子

図 -16　「にじのきらめき」の再生二期作における自脱型コンバインによる一期作目の収穫時の様子

表-2 「にじのきらめき」の再⽣⼆期作における⼀期作⽬及び⼆期作⽬の炊飯⽶の⾷味

パネラー（10⼈）を反復とし，分散分析後，多重⽐較（Tukey HSD）。異なる⽂字は，5％
⽔準で有意差あり。ns は，分散分析の結果，有意差なし。
図-15 「にじのきらめき」の再⽣⼆期作における⾃脱型コンバインによる⼀期作⽬の収穫
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図-16 「にじのきらめき」の再⽣⼆期作における普通型（汎⽤型）コンバインによる⼀期
作⽬の収穫時の様⼦

表 -2　「にじのきらめき」の再生二期作における一期作目と二期作目の炊飯米の食味

パネラー（10人）を反復とし，分散分析後，多重比較（Tukey HSD）。異なる文字は，5％水準で有意差あり。nsは，分散
分析の結果，有意差なし。
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さや味が劣らなかった。また，通常
の一期作の「日本晴」に比べて総合
評価，外観，粘りや味が優れた。た
だし，一期作目の移植時期が遅れる
ことに伴い，一期作目の出穂・収穫
が遅れ，二期作目の出穂・収穫が遅
れると，登熟期の低温の影響で食味
が低下する恐れがある。したがって，
「にじのきらめき」の二期作目の炊飯
米は，業務用米や輸出用米に利用し
得る十分な食味を持つと考えられる。
なお，当該技術については，2024 年
6 月に特許登録を完了した（中野ら 
2024）。

３．開発技術のまとめ

今回の試験では，「にじのきらめ
き」一期作目の移植時期を 4月植え
として収穫時に高刈すると，一期作目
と二期作目の合計収量が 2か年の平
均で 944 kg/10a となり，そのうち 1
年で 1,016 kg/10a の極めて高い値と
なった。一期作目の移植時期の影響
については，4月植えは 5月植えに比
べ，一期作目の収穫指数が低く，切株
のNSCや LAI が増加し，二期作目の
穂数が増加したため，多収になったと
考えられた。また，一期作目の収穫時
の刈り取り高さについては，高刈は低
刈に比べ，切株のNSCや LAI が増加
し，二期作目の穂数が増加したため，
多収になったと考えられた。炊飯米の

食味は，4月植えした「にじのきらめ
き」の二期作目が，「にじのきらめき」
の一期作目や通常の一期作の「ヒノヒ
カリ」に比べて劣らず，また通常の一
期作の「日本晴」に比べて優れた。し
たがって，一期作目と二期作目の合計
で多収穫を得て二期作目の炊飯米の食
味低下を防ぐには，一期作目の苗を早
い時期（例えば，4月中旬）に移植し，
地際から高い位置（例えば，40 cm）
で刈り取ることが重要である。

４．開発技術の改良・普及

良食味多収品種を活用した水稲再生
二期作超多収技術は，生産量当たりの
生産コストの削減が想定されるので，
低コスト生産が求められる輸出用米や
業務用米等への活用が期待される。一
期作目の移植から二期作目の収穫に至
るまでの長い期間の用水の確保が必要
である。地際から高い位置での一期作
目の刈り取りや，稈長の短い二期作目
の収穫を行うので，遺伝的に稈長が短
い「にじのきらめき」では，自脱型コ
ンバインの使用が困難で，普通型コン
バイン（汎用コンバイン）の使用が必
要となる。適用可能地域は，今回の試
験を行った福岡県と春や秋の気温が大
差ない関東以西の温暖な地域を現時点
では想定している。「にじのきらめき」
の再生二期作は，今年から，関東，東
海，中国，四国等の地域で普及が始まっ

ている。現在，私たちの研究グループ
では，各地域の気温に適した品種の選
定や，コンバインのタイプに適した品
種の選定を行っている。
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